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トップエスイー
～サイエンスによる知的ものづくり教育プログラム～

スマートエスイー修了制作

スマートエスイー スマートシステム＆サービス技術の産学連携イノベーティブ人材育成

既知の異常パターン

組合せ製品における異常検知モデルの構築
～「ドメイン知識」＋「Legacy技術」に基づくアプローチ～
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中小企業が抱える問題 阻害要因への解決アプローチ

中小企業におけるAI導入効果は大きい.
但し,下記阻害要因により実際にAIを導入するに
至る中小企業は極めて少ない[1][2].

【阻害要因】
①経営層のマインドセット
②AI人材不足
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要因①に対しては,経営層がAIを体系的に学べる
プログラムを修了することにより解決を図る.
要因②に対しては,「ドメイン知識」と「Legacy技術」
を活用することにより解決を図る（検証対象）.

※【 Legacy技術】
一般に広く知られている技術であり,専門家でなくても活用
可能な技術と定義する.
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アプローチ（ドメイン知識＋Legacy技術）
ドメイン知識 Legacy技術

・本質的な特徴量抽出の設計
（機械学習アプローチ）

・ニューラルネットワークの利用
（特徴量自体の抽出）

仮説構築
※検証対象パターン

既知正常：１つ 既知異常：４つ 未知異常：５つ

※目標精度（∵組合せのパターンはある程度予測されるため）

既知の異常：ほぼ確実に検知する
未知の異常：できるだけ検知する

企業側の工夫
・運用ルールにより精度を補完する

補完

・データのノイズ除去
・Data Argumentation
・Fine-Tuning（ 2段階）
・Grad-CAM
・Bottle-Neck-Layer

検証
結果

検証対象

※Positive=異常 Negative=正常

検証データセット
正常パターン：１
既知の異常パターン：４
未知の異常パターン：５

各パターン100件ずつ
※合計1000件

「ドメイン知識」と「Legacy技術」を活用する
ことによりAI人材不足の中小企業において
もAIの導入は十分可能である.

目標精度の実現
＝ 技術的精度 ＋ 企業側の工夫（環境・ルール等）

CNN


